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予想外に多い反対票  執行部の説得実らず
民営化関連法案 参院で否決

七
月
五
日
、
郵
政
民
営
化
関
連
法
案
は
衆
議
院
で
わ
ず
か
五
票
差
で
可
決
し

た
。
参
議
院
で
も
特
別
委
員
会
を
設
置
、
八
二
時
間
を
か
け
て
審
議
を
し
た
。
大

阪
府
は
じ
め
四
都
府
県
で
、
現
地
調
査
を
実
施
し
、
京
都
市
、
盛
岡
市
で
は
地
方

公
聴
会
を
開
き
、
地
方
公
共
団
体
の
関
係
者
を
中
心
に
、
一
六
名
の
参
考
人
か
ら

幅
広
い
意
見
聴
取
を
行
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
反
対
派
の
納
得
が
な
か
な
か

得
ら
れ
な
い
状
況
の
中
で
、
衆
議
院
側
か
ら
、
参
議
院
で
否
決
さ
れ
た
ら
、
衆
議

院
が
解
散
と
な
る
。
参
議
院
で
可
決
成
立
さ
せ
て
解
散
を
阻
止
し
て
欲
し
い
と
い

う
声
が
大
き
く
な
っ
て
き
た
。
参
議
院
の
独
立
性
、
自
主
性
を
重
ん
ず
る
立
場
の

人
々
か
ら
衆
議
院
の
越
権
行
為
だ
、
横
暴
だ
と
い
う
批
判
が
起
こ
り
、
反
対
の
流

れ
が
一
挙
に
高
ま
っ
た
。
参
議
院
本
会
議
直
前
ま
で
の
自
民
党
執
行
部
の
猛
烈
な

反
対
派
説
得
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
全
く
効
果
が
現
れ
ず
、
自
民
党
か
ら
反
対
二
二

名
、
棄
権
・
欠
席

八
名
が
出
て
、
法

案
は
予
想
外
の
大

差
で
否
決
さ
れ
て

し
ま
っ
た
。
小
泉

首
相
は
、
否
決

は
、
小
泉
内
閣
へ

の
不
信
任
と
位
置

づ
け
、
八
月
八
日

に
衆
議
院
を
解
散

し
、
郵
政
民
営
化

法
案
の
賛
否
を
国

民
に
問
う
こ
と
に

な
っ
た
。

本
会
議
採
決
前
の
議
員
総
会
は
、
ど
の
議
員
の

顔
も
、
緊
張
感
が
み
な
ぎ
っ
て
い
た
。
特
に
棄
権

も
し
く
は
反
対
の
意
向
を
表
明
し
て
い
た
議
員

は
、
自
民
党
幹
部
の
説
得
に
あ
っ
て
、
表
情
に
疲

れ
の
色
が
見
え
て
い
た
。
ど
の
議
員
も
地
元
選
挙

区
の
難
し
い
事
情
、
複
雑
な
人
間
関
係
を
背
負
い

込
ん
で
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
今
回
の
投
票
は
一
刀
両

断
と
い
う
訳
に
い
か
ず
、
悩
み
苦
し
ん
だ
も
の
と

見
ら
れ
る
。
青
木
会
長
は
、
本
会
議
で
の
否
決
を

予
想
し
て
い
る
の
か
「
既
に
皆
さ
ん
の
腹
は
決
ま

っ
て
い
る
と
思
う
。
粛
々
と
し
た
気
持
ち
で
臨
ん

で
欲
し
い
」
と
意
外
に
サ
バ
サ
バ
し
た
口
調
で
あ

っ
た
。
片
山
幹
事
長
は
「
各
々
大
変
つ
ら
い
思
い

で
あ
ろ
う
が
、
党
議
拘
束
も
か
か
っ
て
い
る
の

で
、責
任
あ
る
行
動
を
願
い
た
い
」と
挨
拶
し
た
。

矢
野
国
対
委
員
長
は
「
参
院
自
民
党
は
古
き
良
き

伝
統
で
も
っ
て
、
常
に
一
つ
と
い
う
合
言
葉
で
行

動
し
て
き
た
。
ぜ
ひ
よ
ろ
し
く
」
と
訴
え
た
。
三

人
の
話
は
、
正
直
な
と
こ
ろ
、
敗
北
を
覚
悟
し
、

心
な
し
か
迫
力
が
な
か
っ
た
。

本会議場で青票(反対票)を投ずる二之湯議員

小
泉
首
相
、
即
刻
解
散
を
断
行

緊張感のただよう議員総会

本
会
議
直
前
の
議
員
総
会 

み
な
ぎ
る
緊
張
感
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特別委員会の委員として
公聴会に参加した二ノ湯さとし議員

険
悪
な
雰
囲
気
の
議
員
総
会

議
員
の
発
言
を
強
引
に
さ
え
ぎ
る

郵
政
民
営
化
関
連
法
案
を
審
議
し
て

い
る
参
議
院
郵
政
民
営
化
に
関
す
る
特

別
委
員
会
で
は
、
七
月
二
八
日
、
京

都
市
内
の
ホ
テ
ル
で
、
地
方
公
聴
会
を

開
い
た
。
重
要
法
案
を
審
議
す
る
際
に

は
、
地
方
公
聴
会
、
中
央
公
聴
会
を
開

い
て
各
界
各
層
か
ら
選
出
さ
れ
た
公
述

人
か
ら
意
見
を
聞
く
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
京
都
で
の
公
聴
会
で
は
、
公
述
人

は
四
人
。
村
上
晨
一
郎（
株
式
会
社
ジ

ー
エ
ス
ユ
ア
サ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
代

表
取
締
役
会
長
）、
草
木
慶
治（
元
副
知

事
、
京
都
府
農
業
共
済
組
合
連
合
会
会

長
）、
吉
田
和
男（
京
都
大
学
経
済
学
部

教
授
）、
山
岡
景
一
郎（
株
式
会
社
白
川

書
院
代
表
取
締
役
）の
各
氏
。

四
人
の
公
述
人
は
、
各
々
一
五
分

間
、
意
見
を
述
べ
た
後
、
そ
れ
に
対
し

て
自
民
、
民
主
、
公
明
党
の
委
員
が
質

問
を
す
る
と
い
う
形
式
で
あ
る
。
村
上

氏
は
、
構
造
改
革
の
核
の
一
つ
が
郵
政

民
営
化
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
こ

の
改
革
を
色
々
な
困
難
が
あ
っ
て
も
、

前
へ
進
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
民

営
化
方
針
を
支
持
し
た
。
草
木
氏
は
、

「
京
都
府
内
の
七
五
％
が
過
疎
地
域
で

あ
る
。
そ
し
て
そ
こ
に
住
む
人
の
多
く

は
、
高
齢
者
で
あ
り
、
地
域
の
唯
一
の

金
融
機
関
と
も
い
う
べ
き
郵
便
局
が
な

く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
し
て
い

る
」
と
し
て
、
現
在
の
制
度
の
維
持
を

訴
え
た
。
吉
田
氏
は
日
本
の
人
口
減

少
、
E
メ
ー
ル
等
の
情
報
手
段
の
発
達

で
、
将
来
的
に
は
、
郵
政
事
業
は
厳
し
い
現
実
に

さ
ら
さ
れ
る
と
予
想
し
て
い
る
。
公
社
で
あ
れ
、

民
営
で
あ
れ
、
い
ず
れ
も
激
変
す
る
社
会
へ
の

対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
経
営
者
自
ら
が
色
々

な
サ
ー
ビ
ス
を
開
発
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ

り
、
そ
れ
に
は
経
営
の
自
由
度
が
高
い
民
営
化
が

望
ま
し
い
と
述
べ
た
。
山
岡
氏
は
、
平
成
七
年
一

月
に
起
こ
っ
た
阪
神
淡
路
大
震
災
で
の
郵
便
局
職

員
の
献
身
的
な
働
き
ぶ
り
を
例
に
出
し
て
、
救
援

物
資
の
配
達
は
民
間
会
社
で
は
決
し
て
出
来
な
か

っ
た
と
述
べ
、
公
営
で
あ
る
郵
便
事
業
の
長
所
を

強
調
し
た
。
そ
し
て
、
郵
便
職
員
の
熱
心
な
仕
事

へ
の
取
組
み
の
背
景
に
は
、
自
ら
が
公
務
員
で
あ

る
と
い
う
使
命
感
、
志
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
決

し
て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
力
説
し
た
。
四
人
の

公
述
人
の
う
ち
、
村
上
、
吉
田
氏
が
賛
成
、
草
木
、

山
岡
氏
が
反
対
と
い
う
色
分
け
で
あ
っ
た
。

参
議
院
の
本
会
議
前
は
、
自
民
党
で
は
参
議
院

議
員
総
会
が
開
か
れ
る
の
が
恒
例
で
あ
る
。
会
長

で
あ
る
青
木
幹
雄
氏
が
議
長
で
進
行
役
、
幹
事

長
、国
対
委
員
長
の
順
番
で
挨
拶
す
る
。
そ
の
後
、

時
間
が
あ
れ
ば
、
議
員
か
ら
の
発
言
が
許
さ
れ

る
。
八
月
三
日
の
総
会
で
、
亀
井
静
香
前
衆
議
院

議
員
の
兄
で
あ
る
亀
井
郁
夫
議
員
が
発
言
を
求
め

た
。
亀
井
議
員
は
、「
参
院
自
民
党
幹
部
が
選
挙

地
盤
も
安
定
し
て
い
な
い
新
人
議
員
に
対
し
て
、

他
党
の
幹
部
も
交
え
て
、説
得
工
作
を
し
て
い
る
」

と
抗
議
し
た
。
青
木
会
長
は
「
そ
ん
な
事
実
は
全

く
な
い
」
と
突
っ
ぱ
ね
た
が
、
亀
井
議
員
は
「
そ

れ
は
事
実
で
あ
る
」と
発
言
を
続
け
て
い
る
の
に
、

先
輩
議
員
が
亀
井
議
員
の
所
へ
行
き
、
マ
イ
ク
の

前
に
立
ち
は
だ
か
っ
て
、
亀
井
議
員
の
発
言
を
制

止
し
た
。
亀
井
議
員
は
、
温
厚
な
性
格
で
あ
る
の

で
、
発
言
を
取
り
止
め
た
が
、
会
場
内
の
議
員
か

ら
は
、
発
言
を
続
け
さ
せ
よ
、
先
輩
議
員
の
横
暴

だ
と
非
難
の
声
が
挙
が
っ
た
。
司
会
役
の
青
木
会

長
は
、
そ
の
間
無
言
の
ま
ま
で
あ
っ
た
が
、
非
常

に
気
ま
ず
い
雰
囲
気
と
な
っ
た
。
郵
政
民
営
化
に

反
対
し
て
い
る
も
う
一
人
の
議
員
も
発
言
を
求
め

て
い
た
が
、
発
言
は
許
さ
れ
な
か
っ
た
。
会
期
末

に
な
っ
て
も
、
本
会
議
で
の
採
決
に
自
信
が
持
て

な
い
参
院
幹
部
に
は
、
あ
せ
り
の
気
分
が
強
く
、

議
員
を
賛
成
に
向
か
せ
る
手
法
が
少
し
強
引
で
は

な
い
か
と
い
う
批
判
が
起
こ
っ
て
い
た
。

今
回
の
郵
政
民
営
化
法
案
の
採
決
で
私
は
青
票

（
反
対
票
）を
投
じ
た
。
私
は
、
市
会
議
員
時
代
か

ら
毎
月
発
行
し
て
い
る
「
え
と
す
」
の
送
料
を
切

手
で
支
払
う
こ
と
に
し
て
い
る
。
2
〜
3
万
円
ず

つ
、
右
京
区
内
の
特
定
郵
便
局
に
買
い
に
行
く
の

が
恒
例
で
あ
っ
た
。
特
定
局
は
、
局
長
も
職
員
も

応
対
が
親
切
で
本
当
に
良
く
頑
張
っ
て
い
る
。
普

通
局
も
、
公
社
後
の
応
対
は
以
前
と
比
べ
る
と
天

と
地
程
の
差
で
、
民
間
会
社
に
劣
ら
な
い
と
思

う
。
郵
政
公
社
は
、
平
成
一
五
年
四
月
か
ら
ス
タ

ー
ト
し
て
、
約
二
年
余
り
が
経
過
し
た
が
、
か
な

り
良
い
業
績
を
上
げ
て
い
る
。
だ
か
ら
私
は
、
最

初
の
中
期
経
営
計
画
の
四
年
間
は
、
公
社
方
式
で

出
来
る
だ
け
経
営
改
善
を
続
け
て
、
そ
れ
で
も
先

行
き
が
大
変
だ
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
そ
の

時
に
抜
本
的
見
直
し
を
す
れ
ば
よ
い
と
考
え
て
い

る
。
さ
ら
に
四
分
社
化
に
も
少
し
疑
問
を
持
っ
て

い
る
。
窓
口
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
社
・
郵
便
事
業
会

社
・
郵
便
貯
金
会
社
・
簡
易
保
険
会
社
に
分
割
さ

れ
る
が
、
職
員
数
が
多
数
い
る
普
通
局
は
と
も
か

く
、
せ
い
ぜ
い
職
員
が
四
〜
五
人
の
特
定
郵
便
局

に
お
い
て
は
毎
日
の
業
務
を
ど
の
よ
う
に
こ
な
し

て
い
く
の
か
、
私
に
は
よ
く
理
解
で
き
な
い
。
小

泉
首
相
が
、
郵
政
改
革
は
構
造
改
革
の
本
丸
で
あ

る
と
固
執
し
た
理
由
は
、
三
四
〇
兆
円
と
も
言
わ

れ
る
郵
貯
、
簡
保
の
個
人
金
融
資
産
の
使
い
方
で

あ
る
。
国
債
や
財
投
債
を
買
っ
て
利
ザ
ヤ
を
稼
い

で
い
る
だ
け
で
は
、
日
本
経
済
の
活
性
化
に
至
ら

な
い
。
こ
の
莫
大
な
資
金
を
も
っ
と
民
間
や
地
方

に
投
資
す
る
こ
と
で
、
日
本
を
再
生
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
訳
で
あ
る
。
同
時
に
、
役
人
の

天
下
り
先
と
な
っ
て
い
る
特
殊
法
人
に
回
る
金
の

多
く
が
不
良
債
権
化
し
て
い
る
が
、
こ
の
莫
大
な

無
駄
遣
い
を
無
く
し
、
官
か
ら
民
へ
と
金
の
流
れ

を
変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
も
主
張
す
る
。
国

際
金
融
の
動
き
が
激
し
い
状
況
を
考
え
れ
ば
、
私

も
そ
の
考
え
に
は
十
分
理
解
を
示
す
。

そ
れ
で
も
今
何
故
郵
政
民
営
化
を
急
が
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
か
、
少
し
拙
速
す
ぎ
る
の
で
は
な
い

か
と
い
う
思
い
が
強
い
。
来
る
べ
き
総
選
挙
で
、
国

民
は
ど
ん
な
審
判
を
下
す
か
。
い
ず
れ
の
結
果
が
出

て
も
私
も
民
意
に
当
然
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

参院郵政民営化特別委員会 地方公聴会、京都で開く
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議員連盟の伊吹幹事長と二ノ湯事務局長

自
民
党
京
都
府
連
の
新
し
い
人
事

会
長
に
伊
吹
氏 

幹
事
長
に
清
水
氏

二
之
湯
氏
は
副
会
長
に
就
任

8
月
3
日
、
第
一
衆
議
院
会
館
の
会

議
室
で
、「
歴
史
的
都
市
維
持
・
再
生

議
員
連
盟
」
の
第
二
回
勉
強
会
が
開
催

さ
れ
た
。
郵
政
民
営
化
法
案
の
採
決
を

巡
っ
て
、
自
民
党
内
で
多
数
派
工
作
が

繰
り
広
げ
ら
れ
る
緊
迫
し
た
状
況
で
あ

っ
た
が
、
国
会
議
員
14
名
と
秘
書
29
名

の
出
席
が
あ
っ
た
。
事
務
局
長
の
二
ノ

湯
参
議
院
議
員
も
出
席
し
、
司
会
進
行

を
務
め
た
。

勉
強
会
で
は
、
ま
ず
、
法
政
大
学
の

陣じ
ん

内な
い

秀ひ
で

信の
ぶ

教
授
が
基
調
講
演
を
し
た
。

陣
内
教
授
は
、「
日
本
に
は
、
奈
良
・

京
都
・
鎌
倉
と
い
っ
た
都
を
は
じ
め
、

全
国
各
地
に
歴
史
を
持
つ
都
市
が
あ

る
。
町
の
種
類
も
城
下
町
や
宿
場
町
な

ど
他
国
に
類
を
見
な
い
程
多
い
。」
と

し
、
日
本
に
は
世
界
に
誇
る
べ
き
、
素

晴
ら
し
い
歴
史
的
な
町
並
み
が
多
く
あ

る
こ
と
を
紹
介
し
た
上
で
、「
日
本
で

は
そ
う
し
た
都
市
が
、
文
化
財
や
商
業

施
設
と
し
て
の
み
活
用
さ
れ
て
お
り
、

生
活
感
が
な
い
。」
と
問
題
点
を
指
摘

し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
改
善
の
た
め
に

は
、「
都
市
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て

は
そ
の
土
地
の
歴
史
や
伝
統
を
重
ん
じ

る
、
住
居
と
し
て
の
伝
統
的
な
建
築
の

改
築
な
ど
に
は
税
・
財
政
上
の
優
遇
措

置
を
設
け
る
な
ど
、
対
策
が
必
要
だ
。

各
省
庁
の
連
携
も
重
要
だ
」と
訴
え
た
。

そ
の
後
、
各
議
員
は
、
自
分
の
選
挙

区
に
お
け
る
歴
史
的
都
市
に
触
れ
な
が

ら
質
問
し
た
。
そ
の
中
で
、「
ま
ず
地

元
に
で
き
る
こ
と
は
何
か
？
」
と
い
う
問
い
に
、

陣
内
教
授
は
、「
そ
の
町
の
こ
と
を
一
番
良
く
知

っ
て
い
る
人
が
中
心
と
な
っ
て
、
そ
の
町
の
特
徴

を
活
か
し
た
町
作
り
を
推
進
す
る
こ
と
だ
。」
と

答
え
た
が
、
歴
史
的
都
市
の
維
持
・
再
生
と
い
う

の
は
、
そ
こ
を
愛
す
る
人
々
の
生
活
の
場
で
あ
り

続
け
る
こ
と
が
重
要
な
の
だ
、
と
再
認
識
さ
れ
ら

れ
た
勉
強
会
で
あ
っ
た
。

自
民
党
京
都
府
連
は
、
七
月
二
四
日
、
京
都
市

左
京
区
の
京
都
会
館
で
、
定
期
党
大
会
を
開
き
、

役
員
の
任
期
満
了
に
と
も
な
う
、
会
長
、
幹
事
長

の
人
選
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
会
長
に
は
、
伊

吹
文
明
前
衆
議
院
議
員
、
幹
事
長
に
は
清
水
鴻
一

郎
府
会
議
員
が
選
出
さ
れ
た
。
そ
の
他
の
役
員
人

事
は
、
伊
吹
会
長
に
一
任
さ
れ
て
い
た
が
、
二
ノ

湯
参
議
院
議
員
は
、
副
会
長
に
任
命
さ
れ
た
。
府

連
の
新
し
い
主
な
役
員
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

会

長 

伊
吹
文
明
・
前
衆
議
院
議
員

幹

事

長 

清
水
鴻
一
郎
・
京
都
府
会
議
員

副

会

長 

田
中
英
夫
・
前
衆
議
院
議
員

〃

 

二
之
湯　

智
・
参
議
院
議
員

総
務
会
長 

坪
内
正
一
・
京
都
府
会
議
員

政
調
会
長 

小
林
正
明
・
京
都
市
会
議
員

組
織
委
員
長 

近
藤
永
太
郎
・
京
都
府
会
議
員

広
報
委
員
長 

斎
藤　

彰
・
京
都
府
会
議
員

党
紀
委
員
長 

高
橋
泰
一
朗
・
京
都
市
会
議
員

財
務
局
長 

北
川　

明
・
京
都
市
会
議
員

「歴史的都市維持・再生議員連盟」第2回勉強会が行われる

自
民
党
京
都
府
連
は
、
8
月
13
日
、
選
挙
対
策

常
任
員
会
を
開
き
、
来
た
る
べ
き
総
選
挙
に
対

す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
協
議
し
た
。
郵
政
民
営

化
関
連
法
案
の
衆
議
院
で
の
採
決
に
際
し
、
自
民

党
本
部
の
執
行
部
は
、
反
対
し
た
37
名
に
つ
い
て

は
、
絶
対
に
公
認
し
な
い
、
必
ず
公
認
の
対
抗
馬

を
擁
立
す
る
と
い
う
方
針
を
固
め
て
い
る
。
し
か

し
、
自
民
党
京
都
府
連
は
、
四
区
の
田
中
氏
も

含
め
、
一
区
か
ら
六
区
ま
で
、
現
職
3
名
、
新
人

3
名
の
公
認
申
請
を
党
本
部
に
行
っ
た
が
、
青
票

（
反
対
票
）を
投
じ
た
四
区
の
田
中
英
夫
氏
の
場

合
、
当
然
公
認
候
補
と
な
る
こ
と
は
不
可
能
で
、

無
所
属
で
戦
う
し
か
方
法
が
な
い
。
田
中
氏
の
扱

い
に
つ
い
て
、
伊
吹
会
長
は
、「
来
年
の
京
都
府

知
事
選
挙
を
控
え
、
自
民
党
が
知
事
選
挙
を
主
導

的
に
戦
う
た
め
に
は
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
国
会

議
員
を
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
従
っ
て
、
党

本
部
に
は
田
中
氏
の
公
認
を
求
め
る
と
同
時
に
、

党
本
部
の
天
下
り
公
認
候
補
を
決
め
な
い
よ
う
に

要
請
し
て
い
る
」
と
説
明
し
た
。
四
区
の
京
都
府

議
会
議
員
、
京
都
市
会
議
員
は
、
田
中
氏
が
た
と

え
無
所
属
で
の
立
候
補
と
な
っ
て
も
、
一
致
結
束

し
て
田
中
氏
を
支
援
し
て
い
く
こ
と
で
意
思
統
一

を
固
め
て
い
る
。
た
だ
、
現
実
に
公
認
候
補
が
出

馬
し
た
場
合
、
従
来
か
ら
の
人
間
関
係
と
党
員
と

し
て
の
党
則
遵
守
の
板
挟
み
と
な
っ
て
、
悩
む
議

員
も
出
て
く
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
い
ず
れ
に
し

て
も
、
党
本
部
と
地
方
組
織
の
ね
じ
れ
選
挙
だ
け

は
、
絶
対
に
避
け
て
貰
い
た
い
も
の
で
あ
る
。
な

お
、
突
然
降
っ
て
わ
い
た
選
挙
で
、
各
候
補
者
と

も
選
挙
事
務
所
の
設
営
は
じ
め
、
選
挙
準
備
に
、

盆
休
み
も
返
上
し
て
、
突
貫
作
業
が
続
い
て
い

る
。
一
区
か
ら
六
区
ま
で
、
京
都
府
連
が
公
認
候

補
と
し
て
党
本
部
に
推
薦
し
た
各
予
定
者
、
事
務

所
の
所
在
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

区 候補予定者 〒 住所 電話 FAX

1 伊 吹 文 明 前 604-8162 京都市中京区烏丸通蛸薬師上ル西側 075-256-1800 075-211-1777

2 山本ともひろ 新 606-8211 京都市左京区田中西大久保町18 075-722-1311 075-722-1331

3 清水こういちろう 新 612-0088 京都市伏見区深草出羽屋敷町23-11 075-643-1400 075-643-1405

4 田 中 ひ で お 前 615-0057
京都市右京区西院
東貝川町62
（葛野大路高辻上ル西側）

075-325-5553 075-325-5554

5 谷垣さだかず 前 620-0056 福知山市厚中町166 0773-24-6234 0773-24-6144

6 い ざ わ 京 子 新 611-0042 宇治市小倉町神楽田55-1 0774-20-5569

第44回衆議院議員総選挙・事務所連絡先一覧

自
民
党
府
連
、
田
中
氏
も
公
認
申
請

ね
じ
れ
現
象
、
党
本
部
と
地
方
組
織
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・日　　時：8月28日㈰　小雨決行
・出発時刻：午前8時30分（時間厳守）
・集合場所： 南座前
・コース：京阪四条駅→京阪丹波橋南口改札出口（8時50

分頃）→伏見酒蔵の街並→濠川疏水沿い→であい橋→
大倉記念館→寺田屋→黄桜酒造→納屋町竜馬通り→
大手筋商店街→京阪伏見桃山駅解散

● 今回は第150回記念行事として伏見開港400年、酒蔵の街を
そぞろ歩きです。宇治川の支流疏水辺りの柳並木と酒蔵の風
景等往時の酒造りの様子を知ることができます。特に木蔭も
取り入れての遊歩道は素晴らしく、この機会に多くのご参加
をお待ちしております。

●代表世話人　北村好司郎　☎075-313-8758
　　　　　　　　　　（当日）090-1140-4964

第 150 回
みんなで歩こう湯歩会 歩

く
こ
と
は健康

の
基
本

第 149 回
みんなで歩こう湯歩会（参加者63名）

高雄もみじ橋にて

会場溢れんばかりの参加者で
挨拶する二ノ湯議員

歩
く
こ
と
は
健
康
の
基
本
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
平

成
四
年
五
月
に
始
ま
っ
た
二
ノ
湯
さ
と
し
後
援
会

の
「
み
ん
な
で
歩
こ
う
湯
歩
会
」。
当
初
は
、
健

康
増
進
を
は
か
る
こ
と
も
重
要
な
目
的
で
あ
っ
た

が
、
本
当
の
狙
い
は
市
内
の
名
所
旧
跡
を
訪
ね
歩

く
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
市
内
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、近
郊
の
町
に
も
足
を
伸
ば
し
た
。
こ
の「
歩

こ
う
会
」
は
、
朝
八
時
に
集
合
し
、
一
〇
時
に
は

解
散
す
る
の
が
恒
例
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
日

曜
日
の
午
前
中
に
終
わ
る
の
で
、
比
較
的
参
加
し

や
す
い
の
が
特
徴
で
あ
る
。
回
数
を
重
ね
、
名
所

旧
跡
も
歩
き
尽
く
す
と
、「
歩
こ
う
会
」
の
趣
旨

も
健
康
志
向
へ
と
変
わ
っ
て
い
っ
た
。
歩
く
こ
と

は
安
上
が
り
で
、
手
軽
な
運
動
で
あ
る
。
し
か
も

健
康
に
い
い
と
い
う
こ
と
で
、
毎
回
多
く
の
方
々

の
参
加
を
得
て
き
た
。
こ
の
間
、「
歩
こ
う
会
」

の
実
施
の
た
め
、
コ
ー
ス
の
選
択
、
下
見
等
で
、

多
く
の
方
々
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
。
こ
れ
か

ら
も
、
継
続
は
力
な
り
と
い
う
合
言
葉
で
、
皆
さ

ん
の
健
康
増
進
の
た
め
に
「
歩
こ
う
会
」
を
続
け

た
い
と
考
え
て
い
る
。
一
五
〇
回
目
を
迎
え
、
あ

ら
た
め
て
「
歩
こ
う
会
」
の
参
加
者
に
感
謝
を
申

し
上
げ
、
今
後
も
積
極
的
に
ご
参
加
下
さ
る
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。参

議
院
議
員　

二
之
湯
智

一
、
当
初
は
国
民
の
間
で
関
心
の
低
か
っ
た
郵
政
民

営
化
法
案
。
衆
議
院
本
会
議
場
で
の
採
決
を
契
機

に
急
に
大
き
な
国
民
的
関
心
事
と
な
っ
た
。
マ
ス

コ
ミ
の
威
力
の
大
き
さ
を
し
み
じ
み
感
じ
て
い
る
。

一
、八
月
八
日
の
本
会
議
ま
で
マ
ス
コ
ミ
関
係
者
か

ら
執
拗
に
「
あ
な
た
は
賛
成
か
反
対
か
」
と
質
問

を
受
け
た
。
私
が
無
派
閥
と
い
う
関
係
も
あ
り
、

私
の
一
票
の
動
向
が
非
常
に
注
目
さ
れ
て
い
た
。

私
は
今
日
ま
で
多
く
の
地
方
の
人
達
に
支
え
ら
れ

て
き
た
。
し
た
が
っ
て
、
常
に
地
方
の
視
点
を
忘

れ
ず
に
投
票
行
動
を
決
め
た
い
と
応
答
し
て
い
た
。

一
、
郵
政
民
営
化
の
審
議
を
大
詰
め
に
迎
え
た
議

員
総
会
。
ど
の
議
員
の
顔
も
冴
え
な
い
。
一
見
し

て
賛
否
の
態
度
を
決
め
か
ね
て
い
る
の
が
わ
か

る
。
忠
な
ら
ん
と
す
れ
ば
孝
な
ら
ず
、
孝
な
ら
ん

と
す
れ
ば
忠
な
ら
ず
。
色
々
な
し
が
ら
み
の
板
挟

み
と
な
っ
て
困
り
果
て
て
い
る
よ
う
で
あ
っ
た
。

一
、
法
案
が
否
決
さ
れ
て
も
、
ま
さ
か
解
散
は
な

い
だ
ろ
う
と
多
く
の
議
員
が
高た

か

を
括
っ
て
い
た
。

そ
れ
で
も
小
泉
首
相
は
解
散
に
踏
み
切
っ
た
。
ま

さ
に
自
民
党
の
分
裂
選
挙
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

私
も
困
る
が
有
権
者
も
戸
惑
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。

一
、
参
院
本
会
議
の
採
決
直
後
、
私
の
事
務
所
に

も
抗
議
と
励
ま
し
の
電
話
が
多
く
か
か
っ
た
。
こ

の
法
案
に
つ
い
て
、
有
権
者
が
色
々
の
思
い
を
持

っ
て
お
ら
れ
る
こ
と
が
、
あ
ら
た
め
て
良
く
わ
か

っ
た
。

一
、七
月
一
六
、一
七
日
の
両
日
、
昨
年
度
の
参

議
院
選
挙
で
当
選
し
た
同
期
会
を
京
都
で
開
い

た
。
二
〇
名
の
う
ち
、
一
三
名
が
参
加
、
同
伴
者

が
七
名
と
い
う
好
出
席
。
京
都
な
ら
行
き
た
い
、

そ
し
て
祇
園
祭
を
ぜ
ひ
見
た
い
と
い
う
ご
婦
人
が

多
か
っ
た
。
改
め
て
京
都
の
知
名
度
、
魅
力
の
大

き
さ
を
知
っ
た
。

ホ
テ
ル
を
利
用
し
て
の
ビ
ア
パ
ー
テ
ィ
ー
は
、

多
く
の
府
会
、
市
会
議
員
の
夏
の
恒
例
行
事
と
な

っ
て
い
る
。
手
軽
に
親
子
連
れ
で
参
加
で
き
る
催

し
物
で
あ
る
の
で
、
希
望
す
る
人
が
多
い
。
二
ノ

湯
さ
と
し
後
援
会
も
、
去
る
八
月
二
日
、
三
年
ぶ

り
に
ビ
ア
パ
ー
テ
ィ
ー
を
行
っ
た
。
会
場
と
な
っ

た
京
都
駅
構
内
の
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
は
、
初

め
て
の
利
用
で
あ
る
が
、
宴
会
場
も
広
く
、
料
理

の
質
も
良
く
、
参
加
者
に
は
概
ね
好
評
で
あ
っ

た
。
な
お
、
田
中
英
夫
衆
議
院
議
員
、
小
泉
顕
雄

参
議
院
議
員
が
来
賓
と
し
て
出
席
、
次
期
衆
議
院

選
挙
に
自
民
党
公
認
候
補
と
し
て
立
候
補
予
定
の

京
都
三
区
支
部
長
・
清
水
鴻
一
郎
、
京
都
二
区
支

部
長
・
山
本
朋
広
、
京
都
六
区
支
部
長
の
井
澤
京

子
氏
ら
も
顔
を
見
せ
た
。

家
族
そ
ろ
っ
て
夏
祭
り
約
一
八
〇
〇
人
が
参
加

一
五
〇
回
目
を
迎
え
る
「
歩
こ
う
会
」


